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for true resistance of rice varieties to blast disease in Yunnan 

Province, China. 
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Rice blast disease is very severe in the area cultivated with japonica rice in Yunnan 
Province, China. The most reliable measure to control this disease has been considered to be 
the development and use of resistant varieties. Varietal resistance to blast disease is divided 
into true resistance and field resistance. The former is determined by all-or-none disease 
response of a certain variety to a certain race of the fungus, and the latter by the severity of 
a disease on a certain variety caused by the compatible race of fungus. Use and development 
of resistant varieties harbouring true resistance genes and a high level of field resistance are 
the most effective measures to control blast. Field resistance of rice varieties with true 
resistance genes can not be assessed in the test field in the absence of compatible races. 
Japonica rice varieties were inoculated at the fourth stage by spraying with a spore suspen­
sion of compatible races. Inoculated seedlings were warmed with an electric heater at night 
in the greenhouse. These inoculation and heating techniques resulted in such successful 
infection that the relative resistance of japonica rice varieties to blast disease could be 
determined accurately. 

Out of eighty-one indica rice varieties tested, nineteen varieties were resistant to all the 
isolates collected in the japonica rice-growing area in Yunnan Province. These indica 
varieties were divided into nine groups, on the basis of the reaction patterns to the Japanese 
isolates or the Yunnan isolates collected in the indica rice-growing area in Yunnan Province. 
It is assumed that these indica varieties harbour at least five true resistance genes that have 
not been identified yet. 

Key words: Rice blast disease, Pyricularia oryzae, Resistant variety, China. 
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I . は じ め に

雲南省の標高1,500m 以下の 地域では主にイ ン デ ィ カ

稲が， そ れ以上 の 地域では ジ ャ ポニカ 稲が栽培されて

いる。 ジ ャ ポニカ 稲栽培 地帯では， ほぼ 全域にわたっ

ていもち病 が発生し大きな被害をもた らしており， 抵

抗性品種の 育成 • 利用 が望まれている。 いもち病 に対

するイネ品種の抵抗性は， 病斑形成を阻止する真性抵

抗性と， 病斑数 や病斑拡大を抑制する 圃場抵抗性とに

分けられる。 抵抗性品種の 育成には， その両方の利用

が有効である。 そこで， 圃場抵抗性検定法を開 発し，

そ れによってジ ャ ポニカ 稲の抵抗性を判定するととも

に， イ ン デ イ カ 稲の抵抗性 遺伝子を解析し， その利用

について検討した。 ここでは その概要を報告する。 本

研究を行うに当り， 李成雲， 李家瑞氏 を初め， 雲南省

農業科学院の方々に ご協力， ご助言 を頂いた。 ここに

記して感謝の意を表する。

II . 実験方法

ガラス室：いもち病菌の分離 は， 罹病葉また は罹病

穂を25℃の高 湿度条件下に24時間静 置して形成させた

胞子を顕微鏡下でガラス針によってつり上 げる方法で

行った。 レ ース検定には， 日本判別品種 9 品種に参考

品種 としてBLl とK59を加えた11品種 を， 圃場抵抗性

検定には日本品種17，雲南ジ ャ ポニカ 稲153品種・系統，

および共同研究 育成の17 系統を供試した。 プラスチッ

ク製育苗箱(15 X 5 x 5 cm) に 1 品種10粒ずつ， 4 品

種 を播種した。 肥料は， N を箱当り基肥 として0.4g,

追肥 として0 . 3g 施用した。 接種 はシ ョ 糖加用 オ ー トミ
ー ル寒天培 地で形成させた 胞子を水に懸濁させ， 4 葉

期の苗に 噴霧する方法で行った。 接種 イネ は26℃の高

湿度条件下に18時間静 置した後ガラス室に移した。 圃

場抵抗性検定では， さらに夜間のみ ビニー ル被覆と加

温を行い， 二次感染を起こさせた。 加温 は， 育苗箱の

下に電熱線を敷いて行った。

圃場試験：葉 いもち圃場抵抗性検定 で は， 折衷苗代

に 1 品種 5 g ずつ播種した。 条長 は30cm, 条間 は10cm

である。 1990年には 6 月15日と 7 月12日， 1991年には

6 月 5 日と18日に播種した。 肥料は， m2 当り基肥 とし

て P 20s および N をそ れ ぞれ3.0g，追肥 としてN を 7 月

上 旬 と 8 月上 旬にそれ ぞれ 7 g ずつ施用した。1990年に

は， いもち病菌 THSl-02-3 （レ ース137b+) の接種に

よって得た 罹病葉 を 8 月 3 日に散布するとともに， 感

染源として周 囲に栽培した蒙古稲の病斑からいもち病

菌を分離し( 8 月16日）， レ ースを検定した。 8 月上 旬

および中旬に病斑面積率を調査した。

穂いもち圃場抵抗性検定では， 3 月 中旬に播種して

育てた苗を 5 月上 旬に移植した。 畝間17cm，株間10cm

で， 1 株1 本植えとし， 区 当り20株 (10株X 2 列） を

供試した。 肥料は， 10a当り基肥 として P 2仇 およびN

をそれ ぞれ7.5kg および5.0kg，追肥 としてN を移植 l

ヶ月後と 2 ヶ月後の 2 回 それぞれ 6 kg と 4 kg ずつ施し

た。 出 穂30日後および40日後に発病程度を調査した。

以上 の実験はい ずれも 3 反復で行った。

III. 結果 お よ び考察

1. 雲南 ジ ャ ポ ニ カ稲およ び育成系統の真性抵抗性

遺伝子型の推定

雲南ジ ャ ポニカ 稲16品種・系統および日中共同研究

育成の15 系統に， 日本菌 4 菌株と雲南省の ジ ャ ポニカ

稲栽培 地帯から採集した 7 菌株 （以下 ジ ャ ポニカ菌と

する） ならびにイ ン デ ィ カ 稲栽培 地帯から採集した 5

菌株 （以下イ ン デ ィ カ菌とする） のいもち病菌胞子を

接種し， 真性抵抗性遺伝子型を推定した。 ジ ャ ポニカ

菌 6 レ ースに対する反応型から，雲南ジ ャ ポニカ 稲は十

型（ 自 選 24, 早 梗842, 麗江782, 麗江957), Pi-a型(84

-22, 大理50 - 701, 農黎12号）， Pi-i型（躍進中32, 04 

-108, 科永 5 号， 87-144, 紅12), Pi-k型（紀念稲， 雲

梗22号）， および Pi-km 型 （科昌 5 号， 京無11) の 5

群に分けられた。 このう ち87-144 は YSS-278 （レ ース

137『)に抵抗性を示し， Pi-iの他 に未知の抵抗性遺伝

子を持っていると推察 さ れた 。 農黎12号， 04-108, 科

永 5 号， 紅12, 雲梗22号， 京無11の 6 品種 · 系統は，

THSl -02-3 (137炉）， TH74-9 (177) また は THSl-

04 (437)のい ずれかに抵抗性反応を示し， 推定された

遺伝子の他に未知の抵抗性遺伝子をもっていると推察

された （第1表）。

育成系統は ジ ャ ポニカ菌 7 レ ースに対する反応型か

ら Pi-i型（合 系 22 -2, 合 系 33号， 合 系 26号， 合 系 28号，

合 系 35号）， Pi-k型（合 系 27号）， Pi-i, Pi-km 型（合

系 24号， 合 系 30号， 合 系 32号， 92区9), Pi-b 型（合 系

31号），および全 供試菌株に抵抗性 を 示す型（合 系 25号，

合 系 29号， 合 系 34号， 92区8)の 5群に分けられた （第

2表）。 このう ち Pi-i型と推定された合 系 26号， 合 系

28号，合 系 35号ならびに Pi-i, Pi-km 型と推定された

合系32号， 92区9 は YSS-278(037『)， YSS-45(137『)，
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第 1 表 雲南 ジ ャ ポニ カ 稲 の い も ち 病真性抵抗性遺伝子型 の推定

品種名 推定抵
抗性遺
伝子型 Y 34 
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 注） ＊ ： 末知の真性抵抗性遺伝子 を保有す る 可能性があ る 。

s : 罹病性反応， ー ： 抵抗性反応。

第 2 表 育成系統 の い も ち 病真性抵抗性遺伝子型 の推定

統
号

系
番

推定抵
抗性遺
伝子型 Y 34 
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菌株名 （ レ ー ス ）
ジ ャ ポニ カ 菌
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注） ＊ ： 未知 の抵抗性遺伝子 を も っ， ＊ ＊ ： 全供試菌株に 抵抗性反応 を示す。

s : 罹病性反応， ー ： 抵抗性反応， 空欄 は実験 を行わ な か っ た。
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Y69 (137bり また は THSl-02-3 (137b+) のい ずれか

に抵抗性反応を示し， そ れ ぞれ未知の抵抗性 遺伝子を

もっていると推定された。

こ のように雲南ジ ャ ポニカ 稲および 育成系統の多く

は， 既知の抵抗性遺伝子の他 に未知の抵抗性遺伝子を

もっていると推定される。 とりわけ 育成系統には， ジ

ャ ポニカ 稲栽培地帯の主要レ ースすべてに抵抗性反応

を示すか， また は Pi-i, Pi-k, Pi-km, Pi-b 等の真

性抵抗性遺伝子をもつものが多かった。 共同研究の主

要な試検 地である昆明，宜良等では，＋型または Pi-a型

品種 を侵すレ ース分布率が高く， そ れ以外の 遺伝子型

品種 を侵すレ ース は 少ない。 とくに Pi-b を侵すレ ース

はほとんどない。 こ のため， 現在の共同研究の品種 育

成は真性抵抗性の利用に主眼が置かれているといえる 。

しかし， 単一の真性抵抗性 遺伝子を有する品種 で は，

こ れ を侵す 新レ ースが発生し， 壊滅的被害を被る 恐れ

があり， 今後圃場抵抗性あるい は複数の真性抵抗性を

あ わせもつ品種の 育成 • 利用 が望まれる。

2 . 葉いもち圃場抵抗性検定

1990年に葉 いもち検定圃場のレ ースを調べた。 分離

された27菌株のレ ース は，001(37.0%), 003(11.1%), 

007(7.4%), 013(3.7%), 030(3.7%), 031(14.0%), 

101(3.7%), 103(3.7%), 117t+(11.1%）， および337t+

(3. 7%）の10種 類で あり， 接種菌 (THSl-02-3) は 全く

分離され なかった。 圃場で は自然菌の影響が大きく，

接種菌の影響が相対的に低下するものと考えられる。

分離されたレ ースに侵される抵抗性遺伝子 Piーが，Pi­

a, Pi-i, Pi-k, Pi-km, Pi-ta, Pi-tが および Pi-t の
う ち， 雲南ジ ャ ポニカ 稲にはほとんどない と考えられ

る3)Pi-tが と Pi-t を除く 6 個の 遺伝子型別に，それを侵

すレ ース分布率 と品種の 発病 率を調べた。 各 遺伝子型

品種の平 均病斑面積率 は， その 遺伝子を侵すレ ース分

布率に比例してい た（第1 図） 。こ のこ とから圃場で は，

真性抵抗性遺伝子型の 異なる品種， 未知の 遺伝子を有

する品種， あるい は親和性レ ースが分布してい ない品

種等の圃場抵抗性を比較するこ とは困難と考えられた。

そ こ でガラス室における圃場抵抗性検定法を検討し

た。 圃場抵抗性は， 菌の感染， 胞子形成， 病斑拡大，

再感染 などの一連の過程の総合されたものとして発現

される。 一 回の接種によって生じる 発病 を調査する方

法 は， 再感染に対する抵抗性を無視するうえに， 接種

む ら等による精度低下を引き起こ す。 こ のためガラス

室において， いもち病菌 3 菌株 ： THSl-02-3, Y69お

よび Y88-45の胞子 を混合接種して二次感染 を生じさ せ，
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第1図 真性抵抗性遺伝子型別の 異なる品種の葉いも
ち発病 率 とレ ース分布率 との関係
●ー● ： 各抵抗性遺伝子型品種の葉いもち平

均病斑面積率
■―

■ ： 各抵抗性遺伝子を侵すレ ース分布率

圃場抵抗性の検定を試みた。 実験には， 3 菌株のい ず

れにも明らかな 罹病性反応を示す品種 を供試した。 実

験を行った1990年 と1991年の10月 ～12月 ， お よび1991

年 と1992年の 2 月 ～ 4 月のガラス室内温度は， 日 中 は

10~35℃，ビニー ル被覆と加温を行った夜間は14~28℃

で あった。 接種による病斑形成ならびに病斑上 の胞子

形成は接種 5 ~ 7 日 後に， 二次感染 は10~14 日 後に始

まった。 発病の品種間 差 が明らかになった接種25 日 後

および35 日 後に病斑面積率を調べ， 圃場の そ れ と比較

した。 結果は 第2 , 3 ,  4 ,  5 図 で ある。 十型および Pi

-a型品種 で は，ガラス室検定と圃場検定による品種間

差の相関が高かった。 これに対し， Pi-i型お よ び Pi­

k型品種には，発病 率 が圃場検定で低く，ガラス室検定

で高く なる品種 が認められた。 こ れらの品種 は，Pi-i,

Pi-k 以外の抵抗性遺伝子をもち，それに よ って圃場に

おける 発病 が低下している可能性が考えられる。

このように， ガラス室検定で は， 真性抵抗性遺伝子

型の異なる品種や抵抗性 遺伝子を持っている品種でも，

ある程度圃場抵抗性を比較できると考えられた。 雲南

ジ ャ ポニカ 稲には真性抵抗性をもつ品種 が多い と推察

されるこ とから， 圃場抵抗性の検定 は， 圃場 だけで な

くガラス室でも併せて行うこ とが望まれる。 以上 の検

定結果に基づいて， 供試品種の圃場抵抗性を 5 段階に

区分した。 ガラス室検定においては， い ずれの 遺伝子

型品種につ いても病 斑面積率10.1~25%, 25.1 ~40. 0, 
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40. 1~55. 0, 55.1~70. 0, 70.1~100 の品種 をそ れ ぞ

れ抵抗性 強 ， やや強， 中， やや弱， 弱 と判定した。 圃

場検定における抵抗性程度の判定 は 遺伝子型別に行っ

た。 圃場抵抗性程度の判定が圃場 とガラス室とで異な

る場合には， ガラス室の結果を優先した。 結果は 第3

表ー 1 および 第3表ー 2 に 示すとおりである。 雲南ジ ャ

ポニカ 稲には日本品種より相対的に 強 い抵抗性を示す

品種 が多かった。 真性抵抗性には， 温度によって反応

型の 異なるものがあるが1 )，雲南ジ ャ ポニカ 稲にも接種

時期 に よ っ て 反応型 の 異 な る も の が あ り ， 環境条件 に

l | l l 
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第4図 ガラス室と 圃場における葉 いもち発病 率の品
種間差 (Pi-i型品種 ）
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第5図 ガラス室と 圃場における葉いもち発病 率の品
種間差 (Pi-k型品種 ）

よって反応型が変動する抵抗性 遺伝子の存在が 示唆さ

れる。 また， 圃場抵抗性には 作用力の大きい 少数の 遺

伝子によって支配されるものもある。 した がって， 本

実験で著しく 発病 率の低かった品種については， その

抵抗性機構を明らかにする必要がある。

圃場抵抗性は基 準品種に対する相対的 なものとして

判定される。 そこで， 真性抵抗性 遺伝子型別に 圃場抵

抗性比較基 準品種 を選 定した（第4表）。 基 準品種には

未知の抵抗性が関与する可能性の ある著しく 発病 率 が

低 い 品種でな く ， 圃場 と ガ ラ ス 室 の両方で安定 した 発
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真性抵 抵抗性
抗性 遺 程 度
伝子型

＋ 

第3表ー 1 雲南ジ ャ ポ ニ カ 稲の葉 いもち圃場抵抗性

病斑面積率（％）

圃場 ガラス室

強 10. 1 -30. 0 10. 1 -25. 0 

やや強 30. 1-45. 0 25. 1-40. 0 

中 45. 1-60. 0 40. 1-55. 0 

やや弱 60. 1 -70. 0 55. 1-70. 0 

品 種 名

雲2117, 合 系 10号， 晋寧26-11 -4, 雲二天01, 雲二天02

雲129, 雲梗 9 号， 合 系 11号， 澄江65-113, 靖梗 1 号， 漬花 4 号， 04-
108-14, 靖 梗 2 号

合 系 12号， 潰花5-3, 自選 24, 麗江957, 楚梗11号， 昆梗 3 号，
（日本晴， ハ ヤニ シキ ）

雲梗 5 号， 晋寧65 -36, 晋襦 1 号， 04-1984, 鶴良1 号， 86 -6, 86-22, 
77襦， 黒選 2 号， 麗江782, 西南175, 楚梗 2 号， 楚梗 3 号， 台幅 4 号，
江選 2 号， 京国9 -2, 6562, （染分， 中母42, 黄金錦， 農林24号）

弱 70. 1-100 70. 1-100 04-1984-1, 86-7, 早 梗841, 麗江2 号， 麗江942, 麗江新団黒谷， 昭通
麻線谷， 京国9-3, （ 新2 号）

Pi-a 強 5. 1-15. 0 10. 1-25. 0 大粒梗 2 号， 大理50-701, 大理635-781, 770-56, 77056-13， 晋寧277

やや強 15. 1 -25. 0 25. 1-40. 0 未 九玉， 73-44

中 25. 1-35. 0 40. 1 -55. 0 雲梗20号， 雲梗79-635, 雲広 1 号， 合 系 21号， 水 雲 1 号， 86-1襦， 雲
玉 1 号

やや弱 35. 1-45. 0 55. 1-70. 0 晋紅 1 号， 84-22， 潰花 3 号， 04-453-10, 86-65, 84-82, 84-343, 84 
-360, 85-144, 85-787, 85 -788, 86-70, 植282, （チ ョ ニ シキ ， 奥羽319
号， ニ ホ ン マ サ リ ）

弱 45. 1-100 70. 1 -100 04-2342-1, ¥占 梗 5 号， 280襦， （愛知旭）

） 内 は 日 本品種

病 を示す品種 を選 定した。

3 . 穂いもち圃場抵抗性検定

穂いもち発病 は， 出 穂期の早晩に伴う 気象条件の変

化や， 飛散胞子 数の 差 異などに影響されることから，

1989年から1991年までの 3 年 間， 出 穂期の 異なる品種

を圃場に栽培し， 出 穂期 と 穂いもち発病の関係 を調べ

た。 新2 号型 （ ＋ ） 品種では， 1989年には 7 月22日か

ら 8 月31日までのい ずれの出 穂期においても発病程度
の高い品種から低い品種まで認められた が， 1990年 お

よび1991年には 8 月20日および 8 月11日以降に出 穂し

た品種に発病程度の高い品種 が認められ なかった （第
6,  7 ,  8 図）。 このよう な 8 月 中旬以降に出 穂する晩

生種の 発病低下 は 十型だけでなく， Pi-a型， Pi-i型，
Pi-k型， Pi-km 型のい ずれの品種でも認められる一定

の 傾向であった。

晩生種の 穂いもち発病低下要因 を明らかにするため

に， 早生種， 中生種 および晩生種 をポッ トに植え付け，
ガラス室で栽培していもち病菌を接種し， 発病程度を
比較した。 早～中生種では， 圃場 とガラス室における

発病程度の 差 が小さかったのに対し， 晩生種では 圃場
に比ベガ ラ ス 室における 発病 率程度が高く なった。 圃

場における晩生種の 発病程度の低さは， 品種の抵抗性

によるものではなく， 出 穂期の遅延による 発病 回避に

よると考えられる。

次に1989年から1991年までの 3 年 間の 気象条件と 穂

いもち発病程度との関係 を調べた。 穂いもち発病 は，

出 穂期の 気温および降雨とは無関係であった が， 出 穂

後30日間の平 均 気温と密接に関連していた。すなわ ち ，

出 穂後30 日 間の平 均 気温 は， 1989年には， 供試品種 間

でほぼ 一定であった が， 1990年 および1991年には， 8 

月 中～下旬以降出 穂した品種で急速に低下した。特に，

すべての 遺伝子型で発病程度の高い品種 がなく なった

1990年の 8 月20日以降および1991年の 8 月14日以降の

30 日 間の平 均 気温 は， そ れ ぞれ18. 5℃および18. 6℃以

下であった（第9 固）。 穂いもち病斑進展 は19℃以下で

低下すると考えられていることから4
) ， 晩生種の 穂いも

ち発病 低下の主因 は， 出 穂後の 気温低下による病斑の

伸展抑制にあると考えられた。 従って， 穂いもち圃場

抵 抗 性 検 定 は， 出 穂後30日間 の 平 均 気 温 が18. 5~
18. 6℃以上 の時に出 穂する早～ 中生種 と， そ れ以下の
時に出 穂する晩生種の 2群に分けて行うことにした。

出 穂期 が 8 月10~20 日以前の早～ 中生種 とそ れ以降
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真性抵 抵抗性
抗性遺 程 度
伝子型

第 3 表ー 2 雲南 ジ ャ ポニ カ 稲の葉い も ち 圃場抵抗性

病斑面積率 （％）
品 種 名

Pi- i 強

圃場 ガ ラ ス 室

5 . 1- 10 . 0  10 . 1-25 . 0 逐浪高選雑， 78-185, 紅12 (Fnl2)  

や や強 10 . 1-20 . 0  25 . 1-40 . 0 雲梗135, 合系 1 号， 合系 3 号， 合系 5 号， 合系14号， 昆梗 4 号， 雷4113,
軸楡 1 号， 7904, 大理75-64, 合系26号， 紬6-3

Pi-k 

中 20 . 1-30 . 0

やや弱 30 . 1-40 . 0  

弱 40 . 1-100
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

強 5 . 1- 10 . 0

40 . 1-55 . 0 雲梗136, 合系 4 号， 合系 6 号， 合系 9 号， 合系19号， 昆明108, 桂黄
62, A 210,  7907-1, 782, 8501, 合系23号， （ 中部46号）

55 . 1-70 . 0 雲梗133, 昆明80-2, 77-196, 科永 5 号， 86-167, 躍進中32, 8365-51, 
紬 2-13, 合系22-2, （ 中部45号， ト ド ロ キ ワ セ ）

70 . 1-100 86-168, 87-144, 攀農 1 号， （石狩 白毛）
- - - — →  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ― ←  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

10 . 1-25 . 0 雲梗22号， 合系 2 号， 84-59， 軸1-1

や や強 10 . 1-20 . 0  25 . 1-40 . 0 雲梗134, 晋寧768, 85-764, 楚梗 8 号， 84-7, 紬4-10， 紬4-10-1 , 紬
5-12， 紬18-1

中 20 . 1-30 . 0  40 . 1-55 . 0 雲梗219, 紀念稲， 合系 8 号， 合系18号， 昆明217, 永立221 , 西紅131,
86-42, 楚梗10号， 双京 5 号， 紬18-54

やや弱 30 . 1-40 . 0  55 . 1-70 . 0 梗捧 3 号， 合系27号， 04-1916 , 鶴16, 7613 

弱 40 . 1-100 70 . 1-100 合系 7 号， 玉渓8126, 昆明小 白谷， 半節芭， 昆明措子谷， （関東51号）
. ． ． ． ． ． ． ． ． . ． ． . ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． - - - - - - - - - - - - - - — → — - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ― →  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

Pi-km 強 5 . 1- 10 . 0  10 . 1-25 . 0 雲梗26号， 88-515, 合系24号

や や強 10 . 1-20 . 0  25 . 1-40 . 0 雲梗24号， 雲梗25号， 科永12号

中 20 . 1-30 . 0  40 . 1-55 . 0 楚梗 7 号

や や 弱 30 . 1-40 . 0 55 . 1-70 . 0 830, 遠晋 2 号， 78-258, 晋寧102, 合系22号， 0012, 038-2-1 ,  86-151,  
86-153, 紬 3-2, 京無11

弱 40 . 1-100 70 . 1-100 85-5-20, 84-5-20, 86-152, 科昌 5 号， 双京4831 , （ ツ ュ ア ケ）

） 内 は 日 本品種

抵抗性
程 度

強 雲二天01
晋寧26-11-4

第 4 表 葉い も ち 圃場抵抗性比較基準品種

真性抵抗性遺伝子型
＋
 

Pi-a 

大理50-701
77056-13 

Pi- i 

逐浪高選雑
78-185 

Pi-k Pi-km 

や や強 雲129 73-44 
靖梗 1 号 末 九玉

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ― →  - - — ←  - - - - - - -

中 昆梗 3 号 雲梗79-635 782 双京 5 号
自 選24 86-1梗 雲梗136 86-42 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ― ←  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

やや弱 台幅 4 号 潰花 3 号 科永 5 号 合系27号 京無11
楚梗 2 号 晋紅 1 号 86-167 梗悼 3 号 0012 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - � - - - - - - - - - - • - - - - - - - - - - - - - - - � - - - -

弱 昭通麻線谷 280襦 攀農 1 号
早梗841 油梗 5 号 87-144 

漬楡 1 号
昆梗 4 号

雲梗22号 雲梗26号
咄1-1 88-515 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

雲梗134 雲梗24号
紬4-10-1 科永12号

楚梗 7 号

昆明小 白谷
昆明悼子谷

84-5-20 
双京4831
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の晩生種 とに分け， ジ ャ ポニカ 稲と 育成系統の 穂いも

ち圃場抵抗性を 3 段階に区分した。 早～ 中 生種につい
ては1989年～1991年までの 3 年間の結果を， 晩生種に
ついては主 として1989年の結果をもとに判定した。 結
果は第5表ー 1 および 第5表ー 2 に示すとおりである。
雲南ジ ャ ポニカ 稲には 日 本品種に比べ著しく 発病 程度
の低い 品種 が認められた。 葉 いもちの場合と同様に，
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第7図 新2 号型 （ ＋ ） 品種の出 穂期別 穂いもち発病
程度 (1990年）

第9図 1989年， 1990年 および1991年の出 穂30 日 間の
日 平 均 気温
■ — ■ : 1989年，― ： 1990年， ●—● : 1991年

一部 品種の 発病 率 は， 圃場抵抗性以外の要因によって

低下している可能性がある。

次に真性抵抗性遺伝子型別に 穂いもち圃場抵抗性検

定用基 準品種 を選 定した （第6表） 晩生種 は品種 数 が

少なく各抵抗性程度に適合する品種 がないこ と， な ら

びに 8 月 中旬以降に出 穂する品種 は実用的でないこ と
から， 基 準品種 は早～ 中生種についてのみ選 定した。

更に基準品種 は 発病の年次 差の 少ないものを選 定した。
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第 5 表ー 1 雲南 ジ ャ ポニ カ 稲 の穂い も ち 圃場抵抗性

真性抵抗性 抵抗性 発病程度
遺伝子型 程 度

早～中生種 晩生種

＋ 強 3 . 1-5 . 0 雲梗 5 号， 雲梗 9 号， 晋梗 1 号， 晋梗 1 号， 85-632, 雲二 潰花 4 号，
天01, 靖梗 2 号

中 5 . 1-6 . 5 雲129, 雲2117, 合系 10号， 昆梗 3 号， 靖梗 1 号， 04-108-
14, 雲二天022, 86-6, 86-22, 77襦， 黒選 5 号， 麗梗 2 号，
麗江942, 楚梗11号

弱 6 . 6-8 . 0 合系11号， 合系 12号， 65-113, t真靖5-3, 04-1984, 04-1984 65-36, 台幅 4 号，
-1 , 鶴良 1 号， 86-7, 早梗841, 昭通麻線谷， 西南175, 楚 京国92, 京国93
梗 2 号， 楚梗 3 号， 江選 2 号， 6562, 自 選24, （ハ ヤ ニ シ キ ，
染分， 中母42, 新 2 号， 農林24号）

Pi-a 強 2 . 1-3 . 5  84-82, 85-787, 大理50-701 , 大理675-781 晋寧277， 農黎3-2,
77056-13, 84-360 

3 . 6-6 . 0 雲梗20号， 長九玉， 合系21号， 水雲 1 号， 大粒梗21号， 農 770-56, 84-343 
黎3-1, 雲玉 1 号， 85-144, 85-788, 86-70, 植282

弱 6 . 1-8 . 0 晋紅 1 号， 79-635, 澳花 3 号， ‘]占梗 5 号， 科永 3 号， 86-1 , 雲広 1 号， 麻切
86-65, 280襦， （ ア キ ヒ カ リ ， ニ ホ ン マ サ リ ， チ ョ ニ シ キ ，
愛知旭）

中

注） 早～中生種 は1989, 1990お よ び1991年の 3 年間の， 晩生種 は1989 の結果 に よ る 。
（ ） 内 は 日本品種

第 5 表ー 2 雲南 ジ ャ ポニ カ 稲の穂い も ち 圃場抵抗性

真性抵抗性 抵抗性 発病程度
遺伝子型 程 度

早～中生種 晩生種

Pi-i 強

中

n 月

Pi-k 強

中

弱

Pi- m 強

中

弱

1 . 1-2 . 5 雲梗133, 合系 1 号， 合系 6 号， 合系 19号， 合系26号， 782

2 . 6-4 . 0 雲梗135, 雲梗136, 合系 3 号， 合系 5 号， 合系 9 号， 合系
14号， 77-196, 逐浪高選雑， A 210, 7907-1, 大理75-64,
合系23号， 78-185, 04-108 

4 . 1-8 . 0 合系 4 号， 昆梗 4 号， 昆明108, 昆明80-2, 雷4113 , 桂黄62,
8501, 86-167, 86-168, 87-144, 攀農 1 号， （ ト ド ロ キ ワ セ ，
石狩 白 毛）

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - — - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ― →  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

1 . 1-2 . 5 雲梗134, 雲梗219号， 雲梗22号， 合系 2 号

2 . 6-4 . 0  1957, 合系18号， 晋寧768, 永立221, 西紅131， 紬18-54,
合系 8 号

4 . 1 -8 . 0 梗掠 3 号， 合系27号， 昆明217, 85-1-27,  04-1916, 鶴16,
86-42, 半節芭， 楚梗 8 号， 楚梗10号， 合系 7 号， （関東51
号）

- - - - - - - - - - - - - - " - - - - - - - - - → - - — → - - - - - - - - - - - - - - - - ― ←  ̂ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

1 . 1-2 . 5 雲梗25号， 88-515, 合系22号， 合系24号， 86-153

2 .  6-4 . 0 830, 遠普 2 号， 雲梗24号， 晋寧102, 85-511 , 科永12号，
0012, 038-2-1 ,  86-151 ,  86-152 

4 . 1-8 . 0 78-258, 85-5-20, 84-5-20, 楚梗 7 号， （ ッ ュ ア ケ）

潰楡 1 号， 7904,
76012-21,  77057-
22, 軸2-13,

84-7 

咄1-1, 咄4-10, 紬
4-10-1 

双京 5 号， 紬5-12,
軸18-1， 紬18-54,
昆明小 白谷
- - - - - → - -

紬3-2

双京4831

注） 早～中生種 は1989, 1990お よ び1991年の 3 年間の， 晩生種 は1989年の結果 に よ る 。

（ ） 内 は 日 本品種
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第6表 穂いもち圃場抵抗性比較基準品種

抵抗性
程 度 ＋ Pi-a 

真性抵抗性 遺伝子型
Pi-i Pi-k Pi-km 

強
中
弱

晋 梗 1 号
雲2117
西南175

大理50-701

K九玉
86-1襦

雲梗133
逐浪高 選 雑
昆梗 4 号

雲梗219
合 系 18号
04-1916 

雲梗25号
科永12号
85-5-20 

4. イ ン デ ィ カ稲栽培地帯のいもち病菌レ ー ス分布

イ ン デ ィ カ 稲栽培地帯から採集した216菌株のレ ース

を検定した。 結果は 第10図である。 9 判別品種に対す

る反応型では37種 類， 11品種に対する反応型では55種

類のレ ースに分類された。 9 品種に対する反応型で分

類した場合に，もっとも分布頻度の高いレ ースは，002(12

％）であり， ついで006(10. 2), 003(8. 8), 114(7. 9), 

136(7. 9), 036(5. 1), 007(4. 6)の順であった。 このう

ちレ ース036, 136, 006, 002, 114 は ジ ャ ポニカ 稲栽培

地帯における分布率 が 1 ％以下であった2)。これに対し，

ジ ャ ポニカ 稲栽培地帯にお いて分布率の高いレ ース

001(19. 1%), 007(9. 4), 117(8. 9), 005(8. 1), 013(6. 8) 

のイ ン デ ィ カ 稲栽培地帯における分布率 は， そ れ ぞれ

2. 3%, 4. 6%, 1. 3%, 1. 9%, 1. 4％であり， ジ ャ ポニ

力 稲栽培地帯とイ ン デ ィ カ 稲栽培地帯とではレ ース構

成が異なることが明らかになった。 このよう なレ ース

構成の違 い は， イ ン デ ィ カ 稲とジ ャ ポニカ 稲の真性抵

抗性遺伝子型の違 いに起因 する可能性がある。

5. 真性抵抗性遺伝子型に基 づ く 抵抗性反応に よ る

イ ン デ ィ カ稲の類別

イ ン デ ィ カ 稲には， ジ ャ ポニカ 稲栽培地帯に分布す
る主要ないもち病菌レ ースに抵抗性反応を示す品種 が

多い と考えられている冗 このため， ィ ン デ ィ カ 稲の抵

抗性遺伝子を解析し， ジ ャ ポニカ 稲品種 育成の 遺伝資

源 としての利用 を検討した。

日 本菌 4 菌株， ジ ャ ポニカ菌 7 菌株， イ ン デ ィ カ 茜

5 菌株の合計16菌株をイ ン デ ィ カ 稲81品種・系統に接

種し， 反応型を調べた。 19品種 は ジ ャ ポニカ菌すべて

に， 29品種 は日本菌すべてに抵抗性反応を示し， 未知

の 遺伝子の存在が 示唆された。 さらに中間型の反応を

示すもの， あるい は反応型の 異なる種子が混在してい

るものが34品種 あり， 既知の 遺伝子型に基づく 類別 は

困難であった。

すべての ジ ャ ポニカ菌に抵抗性反応を示した19品種

は， ィ ン デ イ カ菌および日本菌に対する反応型から 9

群に分けられた（第7表）。 供試菌株には， 既知の真性

抵抗性遺伝子全てに病原性を示すレ ースがないことか

ら， 全菌株に抵抗性反応を示した 1 群品種 （細紅谷 ）

は， 既知の真性抵抗性 遺伝子を複数有する可能性もあ

る。 その他の II~IV群品種 は， い ずれも未知の抵抗性

遺伝子を有すると推察され， その反応型からA~ Eま

での 少なく とも 5 個の未知の 遺伝子の存在が 示唆され

た。 また， すべての 日 本菌に抵抗性反応を示した29品

種 は， ジ ャ ポニカ菌また は 日 本菌に対する反応から16

1 0  

5
 

,1,
 

レ
ー
ス
分
布
率
％.‘,
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第 1 0 図 イ ン デ ィ カ 稲 栽培地帯のいもち病菌 レ ース
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反

応

型

第7表 真性抵抗性遺伝子に基づく反応型による雲南 イ ン デ ィ カ 稲の 類別

未知＊ 菌株名 （レ ース）
の抵 イ ン デ ィ カ菌 日 本 菌
抗性 Y 90 -4S Y 90 -71 Y 90 -73 Y 90-9 Y 90 -13 THSl-02 TH74-9 SS A THSl-04 

遺伝子 (001) (102) (114t+) (007) (037) -3(137bり (177) (433) (437) 

品種名

I .  
II.  A 

III. A 
IV. B · C 
V. B 
VI. C 
VII. E 

VIII. D s 

IX. E s 

s
 

s

s

 
s

 s
 

s
 

s

s

s

s

s

s

 

細紅谷
山羊谷， 羅雑谷
九月黄皮谷， 九月 谷（一）
山花谷
金赤谷， 螺子谷（＝）

S 篭冬朗
夏酒白谷
元江白谷， 堅持谷， 羅平二
馬蹄谷， 瀾堤谷， 小芭種
篭孟来， 台 選 1号
紅早谷

注） 雲南ジャポニカ稲栽培地帯の主要レ ー ス に抵抗性反応 を示す。
s :罹病性反応 ， ー ：抵抗性反応 ， ＊ ： 保有する と 考 え ら れる未知の真性抵抗性遺伝子。

の タ イ プに分類された。 I 群を除く15の品種群は未知

の真性抵抗性 遺伝子を有すると推察され， ィ ン デ ィ カ

稲には多数の未知の 遺伝子の存在が 示唆された。

このように雲南イ ン デ ィ カ 稲には多数の未知の真性

抵抗性 遺伝子 が存在する可能性がある。 特にジ ャ ポニ

力菌に抵抗性反応を示した品種 は， ジ ャ ポニカ 稲品種

育成の 遺伝資源 として有用であると考えられる。

VI. 要 約

中国雲南省の ジ ャ ポニカ 稲栽培 地帯では， い もち病

の 発生が激しく， 抵抗性品種の 育成 • 利 用 が望まれて

い る。 い もち病 に対するイネ品種の抵抗性 は， 病斑形

成を阻止する真性抵抗性と， 病斑数 や病斑拡大を抑制

する圃場抵抗性とに分けられるが， 抵抗性品種の 育成

には， その両方を利用 するこ とが望まれる。 しかし，

圃場では， 未知の抵抗性遺伝子をもつ品種の抵抗性検

定 は困難である。 ガラス室で育苗した 4葉期の苗にい

もち病菌を接種した後， 夜間 ビニー ル被覆 と加温を行

い 二次感染を起こさせることによって葉い もち圃場抵

抗性を検定できることが明らかになった。 以上 の結果

に基づい てジ ャ ポニカ 稲および育成系統のい もち圃場

抵抗性を評価するとともに， 真性抵抗性 遺伝子型別に

圃場抵抗性比較基 準品種 を選 定した。

イ ン デ ィ カ 稲81品種・系統のう ち， ジ ャ ポニカ 稲栽

培 地帯の主要ない もち病菌レ ースに抵抗性反応を示し

た19品種 は， 雲南 省のイ ン デ ィ カ 稲栽培 地帯および日

本で採集したい もち病菌に対する反

応

型から 9群に類

別され， 少なくとも 5 個の未知の真性抵抗性 遺伝子を

持つ と推察された。

以上 の結果によりジ ャ ポニカ 稲の圃場抵抗性検定が

可能になるとともに， ジ ャ ポニカ 稲栽培地帯で有効 な

真性抵抗性 遺伝子 がイ ン デ ィ カ 稲に存在してい ること

を明らかにした。
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